
 

 

Letter No.49 
雪崩分科会レター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

権現岳と 2012 年冬期の雪崩で幹が折れた樹木（新潟県糸魚川市柵口地区）． 

ここでは 1986 年 1 月に雪崩が集落を直撃して死者 13 名の大惨事があった．その後，集落を守

るために大規模な雪崩誘導堤や減勢柵，防護柵がつくられた．雪崩誘導堤の下方にある写真の樹

木は，誘導堤を延長する方向へ倒れていて，権現岳から流下してきた雪崩が誘導堤に沿って流下

したことを示していた．        （写真・文：竹内由香里（森林総合研究所十日町試験地）） 

 

 

2012 年 8 月 31 日発行 

（公社）日本雪氷学会 雪崩分科会 
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雪崩分科会レターのメール配信にご協力ください 

レターの印刷費や郵送料の節減と発送作業の軽減のため，電子メールを使用できる会員は，

メール配信へ変更して下さいますようお願い申し上げます． 

メール配信への変更手続きは，編集担当の竹内（yukarit@affrc.go.jp）まで，メールにてご

連絡ください．また，メールアドレスを変更した場合には，速やかにご連絡ください． 

皆様のご理解とご協力をお願いいたします． 

編集担当 竹内由香里

分 科 会 費 納 入 の お 願 い 

今年度の雪崩分科会費を郵便振替で納入願います。金額は年額 1,000 円です。お手数です

が、郵便局の窓口において用紙を受け取り、必要事項をご記入の上、払い込み願います（氏

名と何年度分の会費かをお書きください）。前年度までの会費に未納のある方は、あわせて納

入願います。口座番号等は以下のとおりです。 

口座番号：00670-0-26949   口座名称：日本雪氷学会雪崩分科会 

ご不明な点がありましたら会計担当幹事 平島 寛行までお問い合わせください。 

連絡先：〒940-0821 新潟県長岡市栖吉町前山 187-16 

防災科学技術研究所 雪氷防災研究センター 

Tel: 0258-35-8932 Fax: 0258-35-0020 e-mail: hirasima@bosai.go.jp 
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■ 2012 年度雪崩分科会例会のご案内 
 

雪氷研究大会（2012・福山）の開催期間中に、下記のとおり雪崩分科会例会（総会）を開

催いたしますので、ご出席くださいますようお願い申しあげます。 

 

日 時：2012 年 9 月 24 日（月）16:30- 

場 所：福山市立大学（広島県福山市港町二丁目 19－1） 

議 題： 

1. 2011 年度事業報告 

2. 2011 年度会計報告 

3. 2011 年度監査報告 

4. 2012 年度事業計画 

5. 2012 年度会計計画 

6. 第 23 回雪崩対策基礎技術研修会の開催協力 

7. ニュースレター「Letter」報告 

8. その他 

 

● 例会前（15:00～16:30）に、雪工学会との合同講演会「2011/2012 年冬期の気象、雪崩、

地すべり災害を振り返る」が同じ会場で開催されますので、多数のご参加をお待ちしており

ます（p.4 参照）。雪崩分科会会員以外の参加も大歓迎です。 

 

● 例会終了後、懇親会を予定しております。場所は例会時にお知らせします。 

 

 

■ 第 23 回雪崩対策の基礎技術研修会開催のお知らせ 
 

日本雪氷学会では、雪崩対策の前線でご活躍のスキー場パトロール、山岳救助担当者、雪

崩対策に関わるコンサルタント、自治体の関係者を対象とした「雪崩対策の基礎技術研修会」

を平成 2 年度から開催しています。今年度は特に道路雪崩管理者を対象としたカリキュラム

を中心とした研修会とする予定です。 

 

日 時：2012 年 12 月 18 日（火）～19 日（水） 

場 所：山形市内（検討中）および月山・パークプラザと周辺山地 

（パークプラザ：山形県西川町大字志津 弓張公園内 TEL: 0237-75-2040） 

 

会場、プログラム、申し込み方法等の詳細につきましては、後日、雪崩分科会ホームペー

ジ等でお知らせします。 

問い合わせ事務局：防災科学技術研究所雪氷防災研新庄支所 担当 小杉 TEL：0233-23-8005
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■ 2011 年度事業報告 
 

1. 総会・研究会の開催 

（2011 年 9 月 20 日 於 ハイブ長岡（新潟県長岡市） 講演：3 件 参加者：47 名） 

 

2. 日本雪氷学会主催「第 22 回雪崩対策の基礎技術研修会」の開催協力 

（2012 年 1 月 26～27 日 於 新潟県湯沢市湯沢カルチャーセンター 参加者：34 名） 

 

3. ニュースレター「letter」No. 47, 48 の刊行 

 

4. ホームページの更新と管理 

 

5. 雪崩分科会メーリングリストの運営と管理 

 

 

 

■ 2012 年度事業計画（案） 
 

1. 総会の開催 

 

2. 研究会の開催 

 

3. 第 15 回雪崩安全セミナーの開催 

 

4. 日本雪氷学会主催「第 23 回雪崩対策の基礎技術研修会」の開催協力 

 

5. ニュースレター「letter」の刊行（2 回） 

 

6. ホームページの充実と活用 

 

7. 雪崩分科会メーリングリストの活用 

 

8. 分科会会員に対する研究協力 
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■ 2011 年度会計報告 

 

■ 2012 年度予算（案） 

 

 

 

収入 収入　計 526,824

会費収入 会費収入 45,000

事業収入 0

研修会講演会等収入 0

出版収入 0

内部移管 内部移管 0

資産勘定（基金）からの繰入 資産勘定（基金）からの繰入 80,000

雑収入 雑収入 500

前期繰越金 前期繰越金 401,324

支出 支出　計 136,050

事業費 計 80,000

研究 50000

研修会等

分科会機関誌 30000

管理費 計 6,050

事務局費 2000

会議費 0

支払手数料 1050

雑費 3000

役員選挙費 0

内部移管 50,000

収支差額 390,774

事業費

事業収入

管理費

収入 収入　計 469,846

会費収入 会費収入 62,000

事業収入 0

研修会講演会等収入 0

出版収入 0

内部移管 内部移管 0

資産勘定（基金）からの繰入 資産勘定（基金）からの繰入 350,000

雑収入 雑収入 2

前期繰越金 前期繰越金 57,844

支出 支出　計 68,522

事業費 計 17,522

研究 0

研修会等 0

分科会機関誌 17,522

管理費 計 1,000

会議費 0

雑費 1,000

内部移管 50,000

収支差額 401,324

事業収入

事業費

管理費
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■ 雪氷研究大会 （2012・福山） 日本雪氷学会雪崩分科会・日本雪工 

  学会雪崩防災委員会 合同講演会のご案内 
 

雪氷研究大会（2012・福山）において、日本雪氷学会雪崩分科会・日本雪工学会雪崩防災

委員会の合同講演会を、下記のとおり開催いたします。分科会の会員、非会員を問わず、関

心のある方の多数のご参加をお待ちしております。お誘いあわせてご参集下さいますよう、

よろしくお願いします。 

 

日 時：2012 年 9 月 24 日（月）15 時～17 時 

（講演会：15 時～16 時 30 分、雪崩分科会総会 16 時 30 分～17 時） 

場 所：福山市立大学中講義室 D 会場（広島県福山市港町二丁目 19 番 1 号） 

 

日本雪氷学会雪崩分科会・日本雪工学会雪崩防災委員会 合同講演会 

「2011/2012 年冬期の気象、雪崩、地すべり災害を振り返る」 

2011/2012 年冬期は、冬型の気圧配置が強く寒気の影響を受けやすかったため、北日本から

西日本にかけて冬の平均気温が低くなりました（ここ 10 年間では、北日本では今冬が最も低

く、東・西日本では 2006 年冬に次いで低かった）。また、日本海側ではたびたび大雪となり、

ここ 10 年間では 2006 年冬の「平成 18 年豪雪」に次ぐ積雪となりました。 

このような気象の状況の中、2012 年 2 月 1 日に発生した秋田県仙北市玉川温泉で雪崩災害

や、2012 年 3 月 7 日に発生した新潟県上越市板倉区国川（こくがわ）の融雪地すべり災害な

ど、報道でも大きく取り上げられた雪崩・地すべり災害がありました。 

2011/2012 冬期の気象と雪崩、地すべり災害を振り返り、その特徴を共有することにより、

様々な地域での対策の参考にすることを目的に日本雪氷学会雪崩分科会・日本雪工学会雪崩

防災委員会合同セッションを開催いたします。 

 

講演者： 

（1）2011/2012 冬期の気象の特徴と雪崩発生状況 

本吉弘岐・上石 勲 （防災科学技術研究所 雪氷防災研究センター） 

（2）2011/2012 冬期の雪崩災害（概要と詳細事例：玉川温泉雪崩災害） 

阿部 修 （防災科学技術研究所 雪氷防災研究センター 新庄支所） 

（3）2011/2012 冬期の融雪地すべり災害（概要と詳細事例：上越市融雪地すべり災害につい

て） 

 野呂 智之（土木研究所 雪崩・地すべり研究センター） 

 

※ 講演時間：20 分、質疑応答：10 分を標準とする。 
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■ 雪崩分科会役員 
 

会 長 尾関 俊浩 北海道教育大学札幌校 

副会長 和泉  薫 新潟大学災害・復興科学研究所 

副会長 上石  勲 独立行政法人防災科学技術研究所雪氷防災研究センター 

幹事長 山口  悟 独立行政法人防災科学技術研究所雪氷防災研究センター 

監 事 河島 克久 新潟大学災害・復興科学研究所 

幹 事（会計） 平島 寛行 独立行政法人防災科学技術研究所雪氷防災研究センター 

幹 事（企画） 飯倉 茂弘 公益財団法人鉄道総合技術研究所 

幹 事（企画） 飯田  肇 立山カルデラ砂防博物館 

幹 事（企画） 中山 健生 日本勤労者山岳連盟 

幹 事（企画） 町田  誠 町田建設株式会社 

幹 事（編集） 伊藤 陽一 名古屋大学大学院環境学研究科 

幹 事（編集） 竹内 由香里 独立行政法人森林総合研究所十日町試験地 

幹 事（研究会） 中村 一樹 北海道大学大学院環境科学院 

幹 事 

（メーリングリスト） 

松下 拓樹 独立行政法人土木研究所寒地土木研究所 

幹 事 

（ホームページ） 

池田 慎二 独立行政法人土木研究所雪崩・地すべり研究センター 

顧 問 遠藤 八十一 国際雪形研究会 

顧 問 若林 隆三 アルプス雪崩研究所 

雪崩分科会ホームページ      http://www.seppyo.org/˜nadare/ 

雪崩分科会事務局       〒940-0821 長岡市栖吉町前山 187-16 

独立行政法人 防災科学技術研究所 雪氷防災研究センター 山口 悟

Tel: 0258-35-7520 Fax: 0258-35-0020 

e-mail: yamasan@bosai.go.jp 

編集担当                   〒948-0013 新潟県十日町市辰乙 614 

独立行政法人 森林総合研究所十日町試験地 竹内由香里 

Tel: 025-752-2360 Fax: 025-752-7743 

e-mail: yukarit@affrc.go.jp 

 

 


